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中
学
歴
史
教
科
書

「
従
軍
慰
安
婦
」
復
活
に
思
ふ

佐

　

藤

　

健

　

二

二
月
二
十
四
日
、
東
京
永
田
町
の
憲
政
記
念
館
で

開
催
さ
れ
た
　
「
中
学
校
教
科
書
『
従
軍
慰
安
婦
』
記

述
復
活
に
ス
ト
ッ
プ
ー
緊
急
集
会
」
　
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
こ
の
小
論
の
主
題
は
　
「
従
軍
慰
安
婦
」
　
歴
史
教
科

書
に
復
活
と
い
ふ
こ
と
で
す
が
、
そ
の
前
に
新
し
い

歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会
（
以
下
、
つ
く
る
会
）
が

編
集
し
た
自
由
社
販
歴
史
教
科
書
が
、
令
和
元
年
度

の
検
定
で
　
「
一
発
不
合
格
」
　
（
つ
く
る
会
の
用
語
）
　
と

な
っ
た
こ
と
を
ま
づ
問
題
に
し
た
い
。
そ
の
詳
細
に

つ
い
て
今
触
れ
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
簡
単
に

言
へ
ば
、
今
ま
で
は
検
定
側
の
意
見
に
従
ひ
、
修
正

す
れ
ば
再
申
請
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
で
ほ
と
ん
ど

検
定
に
通
っ
て
ゐ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
平
成
二
十

八
年
度
に
作
ら
れ
た
新
た
な
規
定
で
は
、
総
ペ
ー
ジ

数
の
一
・
二
倍
以
上
の
意
見
が
付
い
た
場
合
に
は
再

申
請
が
出
来
な
い
と
い
ふ
こ
と
に
な
り
、
そ
の
適
応

第
一
号
が
こ
の
自
由
社
版
　
「
新
し
い
歴
史
教
科
書
」

で
あ
り
、
再
申
請
な
し
の
　
「
一
発
不
合
格
」
　
に
な
っ

た
と
い
ふ
訳
で
す
。

こ
の
検
定
結
果
に
対
し
、
こ
の
教
科
書
の
作
成
を

直
接
担
っ
て
き
た
つ
く
る
会
の
副
会
長
で
執
筆
者
代

表
の
藤
岡
信
勝
氏
は
直
ち
に
反
論
し
、
そ
の
検
定
内

復
刊
第
二
十
一
号
　
　
東
京
都
教
師
会
発
行

（
事
務
局
）
　
横
浜
市
都
筑
区
茅
ヶ
崎
南
四
ノ
十
四
ノ
一
ノ
三
一
〇

容
に
重
大
な
問
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
同
じ
や
う
な
記
述
が
他
社
に
あ
つ
て
も
そ
ち

ら
に
は
意
見
が
付
い
て
い
な
い
と
か
、
前
回
は
意
見

な
し
で
通
っ
た
記
述
に
今
回
は
意
見
が
付
い
た
と
い

っ
た
こ
と
、
ま
た
内
容
的
に
不
審
を
抱
か
せ
る
も
の

が
数
多
く
あ
り
　
（
つ
く
る
会
は
百
箇
所
指
摘
）
、
報
道

さ
れ
た
一
例
と
し
て
は
、
仁
徳
天
皇
に
関
し
て
、
「
世

界
一
の
古
墳
に
配
ら
れ
て
い
る
」
　
と
書
い
た
の
に
対

し
て
　
「
祀
ら
れ
て
」
　
で
は
な
く
　
「
葬
ら
れ
て
」
　
が
正

し
い
と
い
ふ
修
正
意
見
が
付
い
た
と
い
っ
た
も
の

で
す
。
仁
徳
天
皇
陵
に
行
か
れ
た
方
は
御
存
じ
の
や

う
に
、
鳥
居
が
あ
り
お
祀
り
の
対
象
と
な
っ
て
ゐ
ま

す
。
い
や
、
仁
徳
天
皇
陵
に
限
ら
ず
、
御
陵
に
は
す

べ
て
鳥
居
が
あ
り
、
単
な
る
古
墳
と
異
な
り
、
宮

内
庁
が
管
理
し
、
今
で
も
立
派
に
お
祀
り
さ
れ
て
を

り
、
宮
中
で
は
歴
代
天
皇
の
式
年
祭
を
執
り
行
っ
て

を
り
ま
す
。
つ
ま
り
こ
の
検
定
意
見
を
付
け
た
調
査

官
は
、
普
通
の
古
墳
と
皇
室
の
御
陵
と
の
相
違
を
知

ら
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
知
っ
て
ゐ
て
も
認
め
た
く

な
い
と
い
ふ
思
想
の
持
ち
主
で
あ
る
に
違
ひ
あ
り
ま

せん。も
と
も
と
つ
く
る
会
の
運
動
は
、
平
成
八
年
中

学
歴
史
教
科
書
す
べ
て
に
根
拠
の
な
い
　
「
従
軍
慰

安
婦
」
　
に
関
す
る
記
述
が
入
っ
た
こ
と
を
契
機
と
し

て
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
運
動
が
功
を
奏
し

て
、
す
べ
て
の
中
学
の
歴
史
教
科
書
か
ら
　
「
従
軍
慰

安
婦
」
　
の
記
述
は
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

そ
の
つ
く
る
会
が
作
成
し
た
教
科
書
が
今
回
検
定

「
一
発
不
合
格
」
　
に
な
っ
た
。
そ
の
時
浮
上
し
た
の

が
教
科
書
調
査
官
に
北
朝
鮮
の
ス
パ
イ
が
入
り
込
ん

で
ゐ
る
と
い
ふ
報
道
で
す
。
さ
う
い
ふ
硬
派
の
報
道

と
は
無
縁
な
芸
能
誌
が
ス
ク
ー
プ
し
た
こ
と
で
も
話

題
に
な
り
ま
し
た
。
普
段
手
に
す
る
こ
と
の
な
い
そ

の
雑
誌
を
、
私
も
買
っ
て
読
ん
で
み
ま
し
た
。
そ
の

記
事
を
信
じ
る
限
り
、
資
格
不
十
分
の
反
日
的
人
物

が
、
我
が
国
の
歴
史
教
育
を
左
右
す
る
教
科
書
調
査

官
に
入
り
込
ん
で
ゐ
る
と
い
ふ
事
実
で
す
。
も
ち
ろ

ん
文
科
省
は
、
す
ぐ
に
否
定
し
ま
し
た
が
、
産
経
新

聞
は
昨
年
七
月
二
十
八
日
の
論
説
委
員
長
乾
正
人
氏

の
　
「
風
を
読
む
」
　
と
い
ふ
コ
ラ
ム
で
こ
の
こ
と
を
取

り
上
げ
て
ゐ
ま
す
。
調
査
官
に
な
る
に
は
　
「
教
授
ま

た
は
准
教
授
の
経
歴
が
あ
る
者
ま
た
は
こ
れ
ら
に
準

じ
る
高
度
に
専
門
的
な
学
識
及
び
経
験
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
る
者
」
　
と
い
ふ
条
件
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、
そ
れ
に
も
拘
は
ら
ず
、
こ
の
人
物
は
、
私
立
大

学
の
非
常
勤
講
師
　
（
し
か
も
英
語
）
　
で
あ
り
、
過
去

の
業
績
と
い
っ
て
も
毛
沢
東
を
礼
賛
し
た
著
書
が
あ

る
く
ら
ゐ
だ
と
い
ふ
の
で
す
か
ら
、
芸
能
誌
の
記
事

も
単
な
る
ガ
セ
ネ
タ
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
萩
生
田
光
一
文
相
は
、
そ
の
後
の
調
査
に
よ

り
、
そ
の
や
う
な
人
物
は
ゐ
な
い
と
結
論
づ
け
た
の

です。こ
の
や
う
な
怪
し
げ
な
調
査
官
が
ゐ
る
と
こ
ろ
で

の
　
「
一
発
不
合
格
」
　
で
あ
り
、
今
回
の
　
「
従
軍
慰
安

婦
」
　
の
復
活
で
す
。
「
従
軍
」
　
慰
安
婦
の
存
在
は
、

そ
の
存
在
を
真
実
で
あ
る
か
の
や
う
に
世
界
に
報
道

し
た
当
の
朝
日
新
聞
自
体
が
誤
り
を
認
め
、
謝
罪
し
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た
こ
と
で
決
着
が
着
い
た
は
ず
の
こ
と
で
あ
っ
た

の
に
、
何
で
今
ま
た
中
学
歴
史
教
科
書
に
復
活
し
た

の
か
。
そ
の
経
緯
を
文
科
省
は
明
ら
か
に
す
べ
き
で

す。
当
日
会
場
に
は
コ
ロ
ナ
禍
に
も
拘
は
ら
ず
、
一
五

〇
名
ほ
ど
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
主
催
者
代
表

と
し
て
慰
安
婦
の
真
実
国
民
運
動
代
表
加
瀬
英
明
氏

の
挨
拶
が
あ
り
、
つ
く
る
会
副
会
長
の
藤
岡
氏
ま
た

慰
安
婦
の
真
実
国
民
運
動
幹
事
長
の
山
本
優
美
子
氏

か
ら
の
基
調
報
告
、
そ
の
後
は
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
大
高
未
貴
氏
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
弁
護
士
の
ケ
ン
ト
・
ギ
ル
バ
ー
ト
民
ら
九
名
が
登

壇
、
様
々
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
も
強
く
心

に
残
っ
た
こ
と
は
、
い
ま
こ
こ
で
　
「
従
軍
慰
安
婦
」

を
再
び
教
科
書
に
載
せ
た
ら
、
世
界
か
ら
ど
の
や
う

に
見
ら
れ
る
か
。
「
検
定
」
　
と
い
ぶ
こ
と
は
国
の
判

断
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
な
の
で
す
か
ら
、
日
本
政
府

は
再
び
　
「
従
軍
慰
安
婦
」
　
の
存
在
を
認
め
た
の
か
と

い
ふ
疑
念
を
抱
か
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
中

韓
及
び
そ
れ
に
同
調
す
る
反
日
的
日
本
人
が
世
界
中

で
仕
掛
け
て
ゐ
る
反
日
工
作
が
勢
ひ
づ
き
、
そ
の
工

作
と
戦
っ
て
き
た
政
府
及
び
民
間
の
関
係
者
の
活
動

に
大
き
な
傷
が
付
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
っ
た
一

社
で
あ
つ
て
も
そ
れ
を
　
「
検
定
」
　
で
認
め
た
と
い
ふ

こ
と
の
意
味
は
重
い
の
で
す
。
私
は
そ
の
背
後
に
、

日
本
人
の
精
神
を
傷
つ
け
、
日
本
を
舷
め
よ
う
と
す

る
反
日
的
調
査
官
の
存
在
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
ふ
旋
ひ
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

つ
く
る
会
の
教
科
書
を
　
「
一
発
不
合
格
」
　
に
し
、

い
ま
ま
た
　
「
従
軍
慰
安
婦
」
　
の
復
活
を
許
し
た
萩
生

田
文
相
の
罪
は
重
い
。
あ
な
た
は
安
倍
前
首
相
の
最

側
近
と
し
て
入
閣
し
て
お
き
な
が
ら
、
今
や
保
守
政

治
家
の
風
上
に
も
置
け
な
い
不
見
識
窮
ま
り
な
い
判

断
ミ
ス
を
重
ね
て
ゐ
る
の
で
す
。
日
本
学
術
会
議
問

題
と
い
ひ
、
こ
の
と
こ
ろ
の
我
が
国
の
文
部
行
政
は

反
日
左
翼
に
乗
っ
取
ら
れ
た
か
の
や
う
で
、
反
日
的

元
事
務
次
官
前
川
喜
平
が
、
ま
た
グ
ッ
ド
∴
ン
ヨ
ブ

と
つ
ぶ
や
い
て
ゐ
る
か
と
思
ふ
と
腹
立
た
し
い
。
保

守
勢
力
を
結
集
し
て
、
文
科
省
に
　
「
従
軍
慰
安
婦
」

削
除
、
文
部
行
政
の
正
常
化
を
訴
へ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
会
員
）

多
摩
の
戦
歴
碑
　
（
三
）

藤

　

井

　

雅

　

和

戦
歴
碑
は
戦
死
戦
傷
病
死
軍
務
殉
職
者
等
の
功
績

を
長
く
記
念
す
る
も
の
で
あ
る
。
軍
人
個
人
の
墓
標

に
刻
ま
れ
る
こ
と
が
一
般
だ
が
、
多
磨
霊
園
で
は
墓

石
と
は
別
に
建
て
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
も
多
い
。

さ
て
、
園
生
家
の
墓
域
内
に
二
つ
の
戦
歴
碑
が
あ

る
。
戦
死
し
た
直
扶
と
眞
三
郎
の
も
の
で
あ
る
。

直
扶
の
も
の
は
次
の
や
う
に
刻
む
。

『
戦
歴
』
　
海
軍
少
佐
従
六
位
勲
四
等
功
五
級

園
生
直
扶

昭
和
十
三
年
三
月
海
軍
兵
撃
校
ヲ
卒
業
ス
ル
ヤ
直
二

支
那
事
変
二
従
事
シ
就
中
昭
和
十
四
年
バ
イ
ヤ
ス
澄

上
陸
作
戦
同
十
六
年
海
南
島
及
福
州
等
ノ
各
種
作
戦

二
参
加
シ
南
支
一
帯
ノ
警
備
二
任
ジ
タ
ル
外
商
部
傭

印
進
駐
作
戦
ニ
モ
参
加
シ
テ
蕨
々
タ
ル
武
勲
ヲ
樹
テ

タ
リ
大
東
亜
戦
争
勃
渡
ス
ル
ヤ
一
膳
ノ
通
信
長
ト
シ

テ
南
洋
方
面
二
出
動
比
島
ジ
ャ
ワ
印
度
洋
等
ノ
作
絨

二
奮
戦
シ
抜
群
ナ
ル
偉
功
ヲ
樹
テ
ツ
ツ
ア
リ
シ
ガ
昭

和
十
七
年
九
月
廿
五
日
ソ
ロ
モ
ン
海
域
二
於
テ
敵
重

爆
墜
機
卜
交
戦
中
壮
烈
ナ
ル
戦
死
ヲ
遂
グ

（
こ
の
種
は
直
妹
の
戦
死
後
、
園
生
家
の
墓
所
が
父
行
孝

に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
昭
和
十
八
年
二
月
に
同
時
に
建
て

ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。
ま
た
、
「
海
」
「
変
」
「
福
」
「
参
」

な
ど
の
略
字
も
使
ば
れ
て
ゐ
る
）

圃
生
直
族
は
、
府
立
四
中
　
（
現
都
立
戸
山
高
校
）

を
経
て
海
軍
兵
学
校
六
十
五
期
卒
業
。
経
歴
は
ほ
ぼ

戦
歴
碑
の
通
り
で
あ
る
が
、
直
扶
が
通
信
長
と
し
て

乗
務
し
た
の
は
軽
巡
洋
艦
　
「
由
良
」
　
で
、
ソ
ロ
モ
ン

諸
島
の
シ
ョ
ー
ト
ラ
ン
ド
泊
地
に
碇
泊
中
、
昭
和
十

七
年
九
月
二
十
五
日
砲
塔
に
敵
爆
弾
機
の
攻
撃
を
受

け
、
折
悪
し
く
当
直
明
け
で
士
官
室
か
ら
上
甲
板
に

出
て
き
た
ば
か
り
の
直
操
は
直
壁
弾
に
よ
り
散
華
し

た
。
そ
の
様
子
を
目
撃
し
た
同
僚
士
官
の
手
記
に
よ

っ
て
、
碑
面
通
り
の
壮
烈
な
最
期
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
享
年
二
十
七
歳
で
あ
っ
た
。
尚
、
「
由
良
」

は
そ
の
ひ
と
月
後
の
十
月
二
十
五
日
、
敵
の
攻
曜
に

よ
り
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
イ
サ
ベ
ル
島
の
束
海
上
に
て

航
行
不
能
と
な
り
、
僚
艦
に
よ
り
水
没
処
分
と
な
っ

た。

一
方
、
眞
三
郎
の
も
の
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

『
戦
歴
』
　
海
軍
大
尉
　
正
七
位
勲
六
等
　
園
生
眞

三
郎
昭
和
十
八
年
九
月
、
海
軍
機
岡
学
校
卒
業
す
る
や
、

直
ち
に
航
空
整
備
学
生
と
し
て
、
霞
ケ
浦
海
軍
航
空

隊
に
入
隊
　
教
育
期
間
を
経
て
、
昭
和
十
九
年
三
月

に
は
、
海
軍
少
尉
に
任
官
と
同
時
に
、
横
須
賀
航
空
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隊
に
配
属
、
其
後
岩
園
指
宿
各
航
空
隊
に
転
属
　
同

年
九
月
に
海
軍
中
尉
に
進
級
　
所
属
部
隊
と
共
に
比

島
へ
出
征
す
、
米
軍
比
島
に
上
陸
す
る
や
戦
局
益
々

悪
化
し
、
北
韮
航
空
隊
と
合
流
最
後
の
戦
斗
部
隊
と

し
、
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
七
日
イ
ロ
イ
ロ
島
に
於

て
、
壮
烈
な
る
戦
死
を
遂
ぐ
。

（
こ
の
種
は
戦
後
建
て
ら
れ
た
も
の
と
見
え
、
平
仮
名
を

用
ぬ
、
正
字
略
字
句
読
点
の
混
在
し
た
文
面
と
な
っ
て
ゐ

る
。
位
階
勲
等
は
小
字
で
角
書
き
風
に
二
行
で
詳
か
れ
て

ゐ
る
）園
生
寅
三
郎
は
、
府
立
四
中
を
経
て
、
海
軍
機
関

学
校
五
十
三
期
卒
業
。
海
軍
機
関
学
校
は
海
軍
兵
学

校
、
海
軍
経
理
学
校
と
共
に
海
軍
三
学
校
の
一
つ
で

あ
り
、
帝
国
海
軍
の
士
官
養
成
学
校
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
の
比
島
　
（
韮
島
、
非
島
）
　
に
お
け
る

戦
闘
は
織
烈
を
極
め
た
。
眞
三
郎
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
ル

ソ
ン
島
の
ク
ラ
ー
ク
海
軍
基
地
防
衛
に
北
粟
島
海
軍

航
空
隊
別
動
部
隊
の
整
備
科
士
官
と
し
て
戦
闘
に
加

は
り
、
二
十
年
三
月
以
降
米
軍
の
侵
攻
に
よ
り
我
が

軍
が
守
勢
に
回
っ
て
激
闘
と
な
っ
た
中
で
、
イ
ロ
イ

ロ
近
郊
で
戦
死
し
た
模
様
で
あ
る
。
こ
の
イ
ロ
イ
ロ

は
現
在
イ
ロ
イ
ロ
市
の
あ
る
パ
ナ
イ
島
で
は
な
く
、

ル
ソ
ン
島
東
部
の
地
名
の
や
う
で
あ
る
。
ま
た
、
一

説
に
ル
ソ
ン
島
東
海
岸
ウ
ミ
ラ
イ
付
近
か
ら
小
型
船

に
乗
っ
て
塞
溝
に
向
か
っ
た
ま
ま
、
消
息
が
途
絶
え

た
と
も
言
は
れ
る
。
こ
の
情
報
が
錯
綜
し
て
ゐ
る
あ

た
り
が
、
ル
ソ
ン
島
で
の
戦
闘
が
激
し
く
い
か
に
混

乱
が
甚
だ
し
か
つ
た
か
を
物
語
っ
て
ゐ
る
。

眞
三
郎
の
戦
死
の
五
月
二
十
七
日
は
海
軍
記
念
日

に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
日
付
は
認
定
日
で
あ
る

こ
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
享
年
は
二
十
三
歳
で
あ
る
。

な
は
、
眞
三
郎
の
母
親
は
、
父
親
即
ち
実
行
孝

の
ち
ゃ
う
ど
二
箇
月
後
、
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
六

日
、
す
な
は
ち
眞
三
郎
戦
死
の
前
日
に
放
し
て
ゐ
る

こ
と
に
な
る
。
寅
三
郎
は
母
親
の
死
を
知
ら
ず
散
華

し
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。
ま
た
こ
の
日
付
は
米
軍
に

よ
る
銃
後
の
民
を
も
標
的
に
し
た
無
差
別
爆
撃
「
山

手
大
空
襲
」
　
の
日
で
あ
る
の
で
、
母
親
は
そ
の
犠
牲

者
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

以
上
は
墓
誌
や
戦
歴
碑
と
海
兵
海
機
の
記
録
等
僅

か
な
資
料
を
基
に
推
測
し
た
も
の
で
あ
る
。
ど
れ
ほ

ど
事
実
に
迫
っ
て
ゐ
る
か
ば
不
明
で
あ
る
。
固
生
家

に
間
ひ
合
は
せ
ば
儲
か
る
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、

こ
の
時
節
柄
そ
れ
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

な
は
、
囲
生
姓
は
鹿
児
島
県
を
中
心
に
、
一
説
に

よ
る
と
全
国
に
約
二
百
軒
、
あ
る
い
は
一
千
四
百
人

居
る
と
い
ふ
。
聞
く
と
こ
ろ
に
依
る
と
同
姓
の
歌
手

も
ゐ
て
、
そ
の
父
親
も
鹿
児
島
県
鹿
屋
の
出
身
ら
し

い
の
で
、
先
の
囲
生
家
と
は
同
族
で
あ
る
か
も
知
れ

な
い
。
ま
た
こ
の
父
親
は
海
上
自
衛
官
で
鹿
屋
や
佐

世
保
、
呉
な
ど
を
歴
任
し
た
と
い
ふ
こ
と
も
い
ば
れ

て
ゐ
る
の
で
、
園
生
行
孝
等
と
の
何
ら
か
の
縁
も
感

じ
る
。霊

園
内
に
は
こ
の
他
に
も
多
く
の
戦
歴
碑
を
持
つ

墓
域
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
だ
が
跡
を
訪
ふ
者
が
ゐ
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
墓
も
多
い
。

ま
た
、
特
に
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
は
荒
れ
た

ま
ま
の
墓
所
も
目
立
つ
。
そ
の
理
由
が
武
漢
か
ら
発

せ
ら
れ
た
悪
質
な
感
染
症
に
よ
っ
て
人
々
の
自
由
が

奪
ば
れ
た
た
め
と
い
ふ
の
な
ら
、
こ
の
疫
病
は
ひ
と

き
は
罰
当
た
り
な
こ
と
で
あ
る
。
（
了
）
　
　
（
会
員
）

戦
前
の
中
学
国
語
の
教
科
書
を
読
む
（
十
五
）

［
次
の
文
章
は
、
八
波
則
吉
著
『
現
代
国
語
讃

本
　
巻
五
』
（
昭
和
十
年
修
正
七
版
）
　
（
現
在
の
中

学
三
年
前
期
相
当
）
　
所
収
の
も
の
で
あ
る
。
こ

の
頃
か
ら
収
録
さ
れ
る
文
章
も
長
く
な
り
、
一

回
で
は
収
ま
ら
な
い
の
で
、
二
回
に
分
け
て
載

せ
る
こ
と
と
す
る
。
漢
字
、
送
り
仮
名
は
原
文

通
り
、
読
み
仮
名
は
適
宜
新
た
に
加
へ
た
。
］

現
代
青
年
に
望
む
（
上
）
　
濫
韓
簗
一

時
勢
が
推
移
す
る
と
共
に
社
食
状
態
が
襲
っ
て
行

く
。
そ
し
て
吐
合
状
態
が
襲
っ
て
行
く
と
共
に
、
そ

れ
を
反
映
す
る
時
代
思
想
も
襲
っ
て
行
く
の
で
あ
る

が
、
現
代
の
青
年
に
つ
い
て
比
の
三
者
の
移
り
轡
り

を
見
る
と
、
彼
等
は
私
共
の
青
年
時
代
と
違
っ
て
、

一
般
に
例
巧
に
な
っ
て
居
る
、
目
先
が
利
く
や
う
に

な
っ
て
居
る
。
し
か
し
な
が
ら
其
の
反
面
に
は
、
通

弊
と
も
い
ふ
べ
き
幾
多
の
短
所
が
あ
る
や
う
に
思

ふ。
其
の
短
所
の
一
つ
は
、
彼
等
が
飾
り
に
功
を
急
ぐ

こ
と
で
あ
る
、
ど
う
か
し
て
早
く
世
に
出
よ
う
知
ら

れ
よ
う
と
あ
せ
り
す
ぎ
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
等
は
こ

れ
が
た
め
に
自
己
を
贋
害
し
、
宣
博
し
て
、
機
合
の

あ
る
毎
に
自
分
を
借
く
見
せ
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て

其
の
一
方
に
於
て
、
大
切
な
自
己
の
修
養
を
閑
却
す
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る
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
は
現
代
人
一
般
の
通
弊
で
は

あ
る
が
、
特
に
之
を
前
途
の
あ
る
青
年
に
見
る
の
は

惜
し
む
べ
き
事
で
あ
る
。
修
養
を
怠
り
な
が
ら
徒

ら
に
功
を
急
ぐ
の
は
、
例
へ
ば
商
品
の
質
を
改
善
し

よ
う
と
は
せ
ず
し
て
、
粗
製
濫
造
の
品
を
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
で
廣
告
し
て
、
其
の
存
在
を
認
め
ら
れ
よ

う
と
す
る
や
う
な
も
の
で
あ
る
。

現
代
は
凡
べ
て
が
廣
告
の
世
の
中
で
あ
る
。
燐
告

が
上
手
で
あ
れ
ば
商
品
が
賓
れ
る
。
殊
に
化
粧
品
や

高
菜
な
ど
は
、
彊
質
よ
り
も
寧
ろ
髄
告
で
哀
れ
る
と

い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
人
間
が
世
に
立
つ
の
は
、
化
粧

品
や
賓
薬
を
克
る
の
と
は
全
然
講
が
違
ふ
筈
で
、
ま

た
邁
ふ
べ
き
筈
で
あ
る
。
吾
々
は
何
よ
り
も
先
づ
舞

質
を
重
ん
じ
修
養
を
怠
ら
ぬ
や
う
に
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
若
し
常
に
修
養
を
心
に
掛
け
て
、
内
容
の
充

費
、
舞
質
の
完
成
に
努
力
す
る
な
ら
ば
、
何
時
か
は

必
ず
之
を
有
数
に
役
立
て
る
時
が
来
る
で
あ
ら
う
。

出
し
ゃ
ば
っ
て
知
っ
た
か
振
り
を
し
、
自
分
を
偉
く

見
せ
よ
う
と
す
る
の
は
、
常
人
自
身
は
楽
蓮
の
近
道

と
思
は
れ
る
で
あ
ら
う
が
、
第
三
者
の
公
平
な
眼
か

ら
は
、
軽
薄
な
、
奥
行
の
な
い
人
間
、
信
頼
し
て
仕

事
を
任
せ
る
事
の
出
来
な
い
人
物
と
見
ら
れ
る
結
果

に
な
る
の
で
あ
る
。
之
れ
に
反
し
て
、
平
素
修
養
を

心
掛
け
て
居
る
人
物
は
、
何
時
、
蜘
何
な
る
場
合
に

於
て
も
狼
狽
す
る
こ
と
が
な
く
、
而
し
て
事
あ
る
毎

に
償
値
の
あ
る
人
物
と
云
ふ
事
が
讃
披
立
て
ら
れ
る

で
あ
ら
う
。

支
那
の
古
言
に
有
篤
の
才
人
を
聾
へ
て
、
÷
嚢
中

の
錐
の
如
し
」
　
と
云
つ
て
居
る
が
こ
れ
は
嚢
の
中

の
錐
が
上
か
ら
押
さ
れ
る
と
其
の
尖
端
を
現
す
と
同

じ
ゃ
う
に
、
質
力
を
備
へ
た
人
は
、
平
時
は
人
に
知

ら
れ
ず
と
も
、
事
が
あ
れ
ば
必
ず
其
の
才
能
を
頼
は

す
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
。
青
年
諸
君
は
深
く
比
の
難

を
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
自
分
の
力
量

不
相
鷹
に
功
を
急
ぐ
の
は
、
却
っ
て
胞
衣
の
柴
達
を

阻
害
し
、
踵
族
を
来
す
基
で
あ
る
事
を
深
く
思
ふ
べ

き
で
あ
る
。

次
に
私
は
、
今
の
青
年
が
仕
事
に
劃
し
て
不
平
を

抱
く
事
を
、
甚
だ
遺
憾
に
思
っ
て
居
る
。
例
へ
ば
、

「
自
分
は
鎖
力
が
あ
る
の
に
、
世
間
で
は
認
め
て

く
れ
な
い
。
」
　
と
か
、
「
良
い
地
位
を
輿
へ
て
く
れ
な

い
。
」
　
と
か
、
或
は
、
「
自
分
は
比
の
方
面
の
知
識
を

持
っ
て
居
る
の
に
、
更
に
そ
れ
吃
捷
用
さ
せ
て
く
れ

な
い
。
」
と
か
い
ふ
不
平
は
、
慶
（
聞
く
と
こ
ろ
で

あ
る
。
否
、
僅
少
の
例
外
を
除
け
ば
、
今
の
青
年
の

悉
く
が
、
殆
ど
共
通
的
に
、
こ
の
種
類
の
不
平
を
抱

い
て
居
る
と
云
つ
て
も
よ
い
で
あ
ら
う
。
併
し
な
が

ら
、
こ
れ
は
間
逼
っ
た
考
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

な
ぜ
か
と
い
ふ
に
、
良
い
磁
石
が
自
然
に
津
山
の
鍼

を
吸
ひ
つ
け
る
や
う
に
、
人
間
に
も
力
が
あ
れ
ば
自

然
に
力
柏
魔
の
仕
事
が
輿
へ
ら
れ
る
筈
だ
か
ら
で
あ

る。

世
の
中
に
仕
事
は
津
山
あ
る
。
け
れ
ど
も
一
つ
の

仕
事
に
対
し
て
不
平
を
言
ふ
人
か
ら
は
、
凡
べ
て
の

仕
事
が
逃
げ
て
行
く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
我
佳
者

に
失
業
者
の
多
い
所
以
で
、
そ
れ
な
ら
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
と
い
ふ
に
、
輿
へ
ら
れ
た
仕
事
を
完
全
に
、

而
し
て
迅
速
に
成
し
遂
げ
る
事
が
、
ま
づ
最
も
肝
要

で
あ
ら
う
。
輿
へ
ら
れ
た
仕
事
を
、
迅
速
に
、
完
全

に
成
し
遂
げ
る
時
は
、
求
め
ず
し
て
信
頼
さ
れ
る
や

う
に
な
り
、
而
し
て
自
然
に
、
第
二
、
第
三
の
仕
事

が
典
へ
ら
れ
る
や
う
に
な
る
。
そ
れ
は
丁
度
良
い
磁

石
が
樺
山
の
鍼
を
吸
ひ
附
け
る
の
と
同
じ
理
窟
で
、

か
く
し
て
こ
そ
、
や
が
て
償
値
あ
る
人
物
と
し
て
重

用
さ
れ
、
従
っ
て
膳
束
の
楽
蓬
を
期
す
る
こ
と
が
出

来
る
で
あ
ら
う
。

要
す
る
に
、
輿
へ
ら
れ
た
仕
事
は
、
ど
ん
な
詰
ら

ぬ
事
で
も
自
分
の
天
職
と
心
得
て
、
不
平
を
言
は
ず

に
立
派
に
仕
遂
げ
る
や
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

若
し
一
つ
の
仕
事
に
劃
し
て
、
不
平
を
抱
い
て
怠
け

る
や
う
な
青
年
な
ら
ば
、
そ
の
人
は
明
ら
か
に
他
の

仕
事
を
焦
す
に
も
適
し
て
ゐ
な
い
の
で
、
さ
う
い
ふ

青
年
は
到
底
膳
束
の
菜
達
を
望
む
こ
と
が
出
来
ぬ
で

あ
ら
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
次
号
）

（
原
話
）
滝
澤
集
一
　
埼
玉
藤
の
人
。
子
爵
。
頭
業

家
。
昭
和
六
年
没
。
年
九
十
二
。

お
願
い

一
、
会
費
納
入

年
額
　
二
千
円

口
座
　
「
み
ず
ほ
銀
行
」
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
支
店

店
番
号
　
7
4
3
　
普
通
預
金
　
1
3
3
0
1
5
0

名
義
　
佐
藤
鍵
二

二
、
原
稿
募
集

「
東
京
の
教
育
」
　
へ
の
会
員
の
皆
様
の
ご
投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

送
り
先
は
題
字
下
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
メ
ー
ル

の
送
り
先
は
次
の
通
り
で
す
。
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